



































３．“On the Intentional Structure of
（Hetero-Induced）Shame/Pride.”Social
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Bruxelles:PeterLang,2016 年 4 月 ,pp.
69-83.
論文
１．« Dis tr ibut ion  sur  l es  membres








１．« Dis tr ibut ion  sur  l es  membres
interdépendants – une analysede la
coordinationnueen français»、5ème
Congrémondial de la linguistique
française、2016年7月4-8日、トゥール
大学
２．« Di f ferent  syntax and common
semantics of  referent ia l ly vague






LinguisticsKita-Osaka）2017 年 2 月 19
日、箕面市中央生涯学習センター第１会
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１．Review of "Ajia"o Kangaeru 2000-
2015, Fjiwara Shoten editorial staff,
ed. ,June,2015 ,Journal of Cultural
Interaction inEastAsia. Society for







Kofun Period（3rd centrury to 7th
century）inJapan世界考古学会議2016
年8月、同志社大学















































２．‘Diagnosis and Care of the Self ─
PovertyandDiseases inAugustine’s




ofAugustine’,2016 年 9 月 9 日 ,Asia-
PacificEarlyChristianStudiesSociety,
The 10th International Conference,




















１．“Cultural Heritage as commodity:
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１．“Food  a i d ,  l a nd  g r ab  and  f o od
export: Rethinking the Globalized
World”, presented at a panel "Aid












BiennialConference,2016 年 7 月 21 日 ,
UniversityofMilano-Bicocca,Italy.
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２．Persistent problem of stereotypical
genderrepresentationsinarchaeological
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文学部教員研究活動一覧
部人文学科行動科学専修コース社会学・
文化人類学教室、2016年3月、全158頁
４．共著『集落のあり方研究事業報告書』（平
野正樹総括責任者・藤井和佐研究責任者、
平成27年度岡山県委託事業「集落のあり
方に関する研究」研究成果報告書）、国立
大学法人岡山大学、2016年3月、「本研
究において使用した主要用語・概念につ
いて」3-5頁・「人口動態について」66-77
頁・「ミクロ分析─集落事例調査より」
78-95頁（全104頁）
研究発表
１．「地域の壁を考える（1）～その方法論及び
試論～」、日本社会学会第88回大会（一
般研究報告（3）地域社会・地域問題（5）地
域の壁を考える）、2015年9月20日、早
稲田大学
２．「家族経営と地域農業～継承のあり方～」、
日本村落研究学会中国・四国地区研究会、
2015年10月17日、岡山大学
その他
１．講演：「地域社会の一員であるというこ
と～意思決定の場へ～」、岡山県男女共
同参画ゼミナール・公開講座（岡山県男
女共同参画推進センター）、2015年8月
18日、岡山県きらめきプラザ
２．講演：「文化を活かした地域づくり」、「総
社観光大学～古代吉備のロマン学～」講
義Ⅵ（岡山県総社市）、2015年8月23日、
岡山県立大学
